
今治市学生まちづくり活動応援事業 活動報告(2021 年度) 

団体名 野生鳥獣リスクマネジメント学（VeWRM） 

 

◎VeWRMってどんな団体？ 

近年、全国的に野生鳥獣による鳥獣被害が問題となっています。今治市も例外ではなく、

ミカン畑などの農作地がイノシシによって掘り返しの被害などたくさん受けています。そ

のような被害を獣医学部の学生と今治市民が協力することで少しでも軽減できないかと考

え、VeWRMは設立されました。 

2021 年度は伯方島猟友会様のご協力の下、伯方島で①トレイルカメラによるイノシシの

行動調査、②罠周辺の環境調査、③人獣共通感染症、キノコについての市民公開講座の開催

を実施することができました。 

 

①トレイルカメラのデータ回収 

伯方島内にしかけられた罠周辺にカメラをしかけて、夜間のイノシシの行動を記録しまし

た。 

この画像には親子のイノシシが写っています。親イノシシは四肢とお尻が泥まみれになっ

ているので、ここに来る前にヌタ場（イノシシが遊ぶ泥場）にいたことがわかります。一方

子イノシシは親イノシシに比べて奥の罠に警戒心がなく近づきやすいこともわかります。

このように画像をたくさん解析することで、罠近くでどのような行動をしているか理解で

き、捕獲率向上の助けにな

ると考えています。 

トレイルカメラから回収したデータを整理し、リアルタイムに

今治市伯方島の有害鳥獣対策室や猟友会へ共有し鳥獣被害対策

へ役立てていただいております。また、情報を分析することにより、動物の出没時間帯や、

月ごとにどのような動物が多く現れているかも把握することができました。 



 

②罠周辺の環境調査 

罠周辺のイノシシの痕跡調査を行いまし

た。この写真はイノシシがヌタ場で遊んだ

あとの泥のあとを竹に見つけたところで

す。他にも足跡、獣道、糞などの痕跡のマ

ッピングを行いました。 

ここからイノシシが罠にどのような経路で

近づいているか推定し、罠の設置場所（向

きや餌の置き方による誘導）の改善などの

提言を猟友会の方々へすることができまし

た。 



③市民公開講座の開催 

伯方島で市民公開講座を開催し、慶應義塾大学の糟谷大

河先生からイノシシの食性のひとつであるキノコについ

て、岡山理科大学の鍬田龍星先生から人獣共通感染症に

ついてオンラインで講演を行っていただきました。身近

な自然についての内容であったことも関係して、たくさ

んの質問や意見交換がされ白熱した市民公開講座になり

ました。自然の面白さと人獣共通感染症の怖さの啓発が

できたのではないかと考えています。 

 

以上が活動報告となります。 

今回の活動は今治市学生まちづくり活動応援事業として

行われました。この活動を通して、今治市民の方と連携

し、今治市の鳥獣被害の軽減に貢献できたなら嬉しいで

す。 

この場をお借りして、今治市、伯方島猟友会の方々、今

治市民の方々へお礼を申し上げます。 


